
商品市況展望 平成 24 年 2 月 12 日記 

 

ヤフー知恵袋より… 

☆ 質問 

世界最古の職業って何ですか？ 

 

☆ ベストアンサーに選ばれた回答 

意識しての職業は皆さんが仰っている通り「売春」です。 

ただ、これは（まあ当然）女性限定になります。 

男性の場合は傭兵になるそうです。 

どちらも、自分の力だけでは食べていくことが出来なかった人が自分の体を売ったということで

すね。 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q118735206 

 

 昔からホモやオカマっていうのも居たはずだから、｢売春｣が女性限定だったかどうかには若干

の疑念を当方は持っているわけだが、とにかく世界最古の職業＝売春を意味ずる言葉である事は

一般常識だ。 

 だけれども現代日本では、売春は犯罪であり即捕まる職業だ。だからこんな事も起きるのか

な？ 

 

 8 日、日本テレビ「NEWS ZERO」にて「生活保護を受ける若者が急増。働く意欲があって

も就職できない」といった内容の特集が報じられた。 

 

 東京に住む 22 歳の生活保護受給女性に密着。以前は営業職で正社員だったが、リストラで派

遣社員になるも今度は派遣切りで無職に。精神を病んで仕事ができない状態になり、昨年生活保

護を受けることに…。それから 6 ヶ月、毎月約 14 万円の生活保護をもらって暮らしている。  

 

 「新しい化粧品買うのは気が引けて…」と粉がからっぽになりそうなファンデーションを使用。

服も 1000 円程度のものを着るようにしている。お金が掛かるので食事は自炊。住まいは 6 畳半

のワンルームで、家賃は 5 万 3000 円。就職に必要なため、ネットと携帯だけは削れない。が、

就職活動で 10 社受けるも、全て不採用。  

 

 女性「面接担当者に『いまは無職なの？どうやって生計立ててるの？』と聞かれて… 『恥ず

かしながら生活保護で』と答えると、結局落とされるんです」 

 トラウマになり、今では就活サイトの「応募する」を押すのも怖くなった。現在、女性はホー

ムヘルパー2 級の資格を取るための準備を進めている。  

 

 2009 年の「派遣村」で「働く世代も生活保護がもらえる」と話題になり、若者も生活保護を

受けやすくなった。現在、10 年前に比べ、そういった世代の生活保護受給者が大きく増加して

いる。 

 

 22 歳で、どこも身体も悪くないのに生活保護をもらうネーチャンは犯罪じゃなくて、立ちん

坊は犯罪というのも面白い時代だ。一体どっちが、多少なりとも社会の役に立ってるのかいな？

というコトだ。 

 

 申し訳ないが、若くして生活保護を受けるオンナという奴には、絶対にややこしい団体がバッ

クに付いているはずで、怖くて企業も採用を見送るのは当然だ。 

 ｢ホントにそんな事あるの？｣と考えている方！ 実例がございます。 

http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q118735206


 

 2011 年 11 月 30 日さいたま市議会、吉田一郎議員（無所属）の質疑。 

 

284 億円と見込んでいた生活保護費が足りなくなり、予算を 30 億円追加するという。

そこで、19 歳の定職についている若者が生活保護を申請しようとしたため、職員がいっ

たんは「あなたは若くて健康で働いているので、無理です」と断ったものの、NPO が同

行して 2 時間半押し問答をしたら申請を受理した事件を追及。さらに清水市長がその

NPO の代表と「新しい公共を考える」と題して対談をしていた事実を取り上げ、「19 歳

で定職のある健康な若者に生活保護を支給するのが、『新しい公共のあり方』なのか!?」

と追及。 

 ちなみにその場での答弁はなかったが、さいたま市の最低生活費（＝生活保護支給額）

は、19 歳単身で健康な場合は、月額 13 万 3210 円（冬期 13 万 6300 円）。30 歳代夫婦

で小学生の子ども 2 人がいていずれも健康な場合は、月額 30 万 4540 円（冬期 30 万 9950

円）。 

http://www.youtube.com/watch?v=RjiaAW3potw 

 

 youtube では、その NPO 団体の実名も流れている。｢ほっとプラス｣という何だか弁当屋みた

な名前の団体だが、探せばちゃんと HP もある！ 

 さて、ちょっくら役所に走って、30 万円ゲットに行ってくるか…（笑） 

http://www.youtube.com/watch?v=RjiaAW3potw


〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \4,279 -37 \4,286 -36 

2 月 7 日 \4,251 -28 \4,261 -25 

2 月 8 日 \4,340 89 \4,349 88 

2 月 9 日 \4,319 -21 \4,329 -20 

2 月 10 日 \4,325 6 \4,334 5 

金相場は、先週号においては『ファンドも現物も買い気は旺盛であり、大勢は買い相場なのは

間違いないだろう。しかし皆がそう思うと下がるのが相場であり、そろそろ大きな調整が出るだ

ろうとの判断である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け 2日連続の下落で｢やはり節分天井だったか｣と思ったのもつかの間、

8日に急騰。週末は 4,370円（2/10）の高値まで記録である。 

○東京金日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

3,808 円（12/30）→4,370 円（2/10）まで 562 円幅の上昇だ。結局は先週の高値から更に 50

円ほど上昇したわけで、大きな調整はまだ出ていない。 

節分天井だろうとの相場観は、今のところ正解にはなっていない状況である。 

 

ただし相対力指数は逆行であり、3日の指数が 8日よりも高い状況。個人投資家の買いがたま

っているのも事実で、近日中に大きな調整は入るはずだとまだ考えているのだが…さて？ 

 

しかしこの週明けも若干安いわけだが、…中略… 

出来れば 4,000円割れで買いたいのは山々だが、調整はせいぜい 4,200円割れまでしか出ない

可能性もあるだろう。 

 

材料に関しては、ギリシャがどうしたこうしたというのは飽き飽きしているであろうし、日々

のニュースと相場の上げ下げが必ずしも一致するわけではないので、今のところは無視である。

｢相場は相場に聞け｣であり、材料に振り回されてもロクな事にならん。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \3,763 2 月 24 日 \4,750 9 月 7 日 \3,535 3 月 18 日 \4,325 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,331 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,334 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,335 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,510 11月 9日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,335 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,370 2月 10日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,334 

  

○NY金日足（2/9現在） 

…削除済み… 

週末 2/10 の NY 市場は、前日比 15.9 ドル安の 1725.3 ドル。安値は 1706.4 ドルまで出たが、

1,700ドルは割れなかったので戻した。国内換算では 15時半比 23円安だが、もちろん夜間取引



ですでに 50円安程度も出ているので織り込み済み。 

 

アメリカに節分は無いと思うが、こちらは 2/3の 1765.9ドルが直近の高値であり、この後に

下がるのなら｢節分天井｣である。 

国内市場の上げは円安の影響も大なのだが、…中略… 

 

CFTC 発表の 2/7現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

また 2/10現在の ETF残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、円安もあって国内市場では節分天井とはならず。しかし大勢が買

いなのは承知しているが、やはり近日中に大きな調整安があって、その場面で買いを考えるのが

良しとの相場観は変わらない。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \3,978 -21 \3,999 -24 

2 月 7 日 \3,998 20 \4,019 20 

2 月 8 日 \4,095 97 \4,119 100 

2 月 9 日 \4,127 32 \4,149 30 

2 月 10 日 \4,120 -7 \4,140 -9 

プラチナ相場は、先週号においては『急落する場面があれば買い仕込む相場であろう。高値飛

び付き買いはしたくないが、いずれは金よりも高くなるのではあるまいか』とコメントした。 

今週の相場展開は、8日に急騰した相場がそのまま強含み、週末は 4,170円（2/10）まで上昇。 

○東京プラチナ日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

3,376 円（12/30）→4,170 円（2/10）まで 794 円幅の上昇。また直近の高値から 100 円高し

たわけである。 

 

週末の夜間取引では、…中略… 

 

チャートでは 4,199円（11/9）に到達すれば昨年末の下げの｢往って来い｣になるわけだが、そ

こは一度売ってみたいところ。 

プラチナには南アの鉱山ストなど強材料もあるが、大納会の底値から 800円も上がればもう十

分だろう。普通なら一押し来るだろう。 

 



一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \4,817 2 月 24 日 \4,997 4月 11日 \3,351 
12 月 30

日 
\4,120 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\4,130 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\4,127 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\4,132 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,199 11月 9日 \3,375 

12 月 30

日 
\4,140 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\4,170 2月 10日 \3,376 

12 月 30

日 
\4,140 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,140円（プラチナ）－4,334円（金）＝－194円。 

 

-500円以上の逆ザヤで 2番底を付けたサヤは、－200円以下まで縮小。すでに一目均衡表の雲

の上に出るトレンド転換済みで、更には昨年の戻り高値－202円もクリアしている。 

プラチナの大幅割安時代は終了であり、いずれはプラチナの方が金よりも高くなる正常な時

代になるのだろう。 

 

結論として当方の相場観は、押し目買い継続であるが、そろそろ大きな調整が来てもおかしく

はない。そういう場面が到来したら、買い仕込む相場なのであろう。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \25,260 480 \23,330 250 

2 月 7 日 \25,200 -80 \23,290 -40 

2 月 8 日 \24,980 -220 \23,380 90 

2 月 9 日 \23,980 -1000 \23,320 -60 

2 月 10 日 \24,500 520 \23,020 -300 

まずはコーンから… 

先週号においては『2 月崩しが出たら買い仕込みたいが、現状では手出しする気にならない。

様子見である』とコメントした。 

今週の相場展開は、23,430 円（2/9）まで上昇したが、結局は終末にはまた値を消して 23,000

円台前半でのもみ合いの域を出ず。 

○ 東京コーン日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

21,000 円台は底ではあろうし、一目均衡表の雲の上に出ての推移は買いトレンド転換を示唆

している相場ではある。 

しかし全く勢いのない相場で、一言で言うならば｢つまらん展開｣が続いているわけだ。 

 

そうこうしているうちに…中略… 

 

チャートでは 22,500 円程度まで下がれば、一度打診買いをしてみたい気もするわけだが、そ

の程度の 2月崩しが出てから考える相場であろうし、天候相場期前に何らかの大きな材料でも出

れば別だが、今は高値を追いかけて買う気には全くならない状況である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \26,850 2 月 16 日 \28,980 4月 11日 \22,050 
11 月 28

日 
\24,500 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\24,680 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\24,770 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\24,580 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\24,750 

11 月 10

日 
\21,110 1 月 1 日 \23,180 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\23,430 2 月 9 日 \21,650 

12 月 16

日 
\23,020 

  

○シカゴコーン日足（2/9現在） 

…削除済み… 

週末 2/9 のシカゴ市場は、中心限月の 3 月限で前日比 5.25 セント安の 631.75 セント。国内

換算では 15時半比 90円安である。 

この日は小麦が需給緩和予測で大きく下げたため、コーンも若干値を消した展開だ。 

 

なお CFTC発表の 1/31現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、インパクトのある材料が出るまでは大して動かないだろう。



22,000円台半ばまで下げれば打診買いをしてみたいが、それまでは様子見である。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \36,800 3800 \39,810 490 

2 月 7 日 \36,790 -10 \39,640 -170 

2 月 8 日 \34,000 -2700 \40,130 490 

2 月 9 日 \33,000 -1000 \40,150 20 

2 月 10 日 \32,500 -500 \39,730 -420 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『この値位置では買いたくも無し、売りたくも無しである。どちらかと言え

ば、吹き値売りに分があると考えるが、それは一段高があったら考えてみたいところ』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、40,490 円（2/9）まで上昇。先物は一代高値の更新であるが、週末はダレ

て再び 4万円割れ。相場に勢いは感じられない。 

○ 東京大豆日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

36,000円台で底は入っている相場ではあろうが、相変わらず上値も重い展開が続いている。 

週末のシカゴは…中略… 

 

当限だけは一日で 3,800円上げたり、それ以上を 3日で消したりと、凄まじい動きを演じたわ

けだが、出来高の薄いところで僅か数枚の成り行きが出てこうなっているだけの話。 

一般投機家に期近は関係の無い話であり、そんなものに惑わされる必要はない。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \51,280 2 月 16 日 \52,780 4月 11日 \31,400 
11 月 28

日 
\32,500 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\33,700 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\35,880 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\38,350 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\38,900 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \40,490 2 月 9 日 \36,830 
12 月 16

日 
\39,730 

 

○シカゴ大豆日足（2/9現在） 

…削除済み… 

週末 2/10 のシカゴ市場は、3 月限で 1.50 セント高の 1229.00 セント。東京市場 15 時半比で

は 260円高である。 

チャートは悪くないものの、それだけで買いを焦る必要もなかろう。 

 

なお CFTC発表の 2/7現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、シカゴのファンド買い＋円安で一時的に戻した相場であるが、そ



のまま高値追いするかどうかには疑問あり。むしろ今は、急伸した場面は逆向かいの売りを入れ

るのが良しとの考えで、2月崩しを狙うのがベターとの見方である。 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 307.5 10.0 323.4 8.7 

2 月 7 日 304.5 -3.0 319.1 -4.3 

2 月 8 日 311.0 6.5 325.9 6.8 

2 月 9 日 306.0 -5.0 320.3 -5.6 

2 月 10 日 302.0 -4.0 315.1 -5.2 

先週号においては『320円台からの上値はしれているだろう。タイの市場介入はまだ行われて

おらず（2 月半ば予定）、そろそろ材料出尽くしではあるまいか？ 売り狙いである』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、327.3 円（2/9）までの高値が出た後に急落。315円台まで 10円以上の調

整となり終了である。 

○東京ゴム日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

年明けの 258.7円（1/5）→327.3円（2/9）までの上昇幅は 68.6円にも及び、ピンで 35万円

近い値動き。 

昨年 10 月以降の下げは｢往って来い｣となったわけで、考えてみれば貴金属や石油と同じ動き

だったと言える。 

 

タイの市場介入については、当方は｢どうせ…｣とあまり期待していないのだが、完全に成功

したと仮定した場合で 340 円程度であろう。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 362.2 8 月 26 日 379.0 8月 31日 246.0  
11 月 11

日 
302.0  

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
302.9  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
317.0 2 月 9 日 248.6  

11 月 11

日 
306.0  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
321.4 2 月 9 日 256.9  1 月 5 日 310.1  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
325.3 2 月 9 日 258.7  1 月 5 日 313.1  

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 327.3 2 月 9 日 307.5  1 月 31 日 315.1  

 

当先のサヤは、2月限 302.0円～7月限 315.1円と 13.1 円の順ザヤ。順ザヤ幅は若干縮小。 

  

週末現在の輸入採算価格は、3 月積みで…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、1/31現在で 188トン減の 14,234トン。小幅だが久々に減少である。 

 

上海ゴム在庫は、12/30以降は相変わらず未入電。 

 

上海ゴム価格は、週明けに急騰したあとはもみ合い。 

 



タイの市場介入の期日が迫っているが、同国政府の目標値である 120バーツに対し、現在の原

料価格は 115.75バーツまで上昇してきている。 

このところ円安が進行したため、この原料価格から割り出した輸入採算価格も大幅上昇で、そ

のために東京市場先物価格に対し大幅上ザヤ（東京が安いということ）になっているわけだ。そ

れが今のゴム市場の環境である。 

 

 結論として当方の相場観は、最大上がって 340円だろうとの見方に変化はないので、売り場探

しの考えは変わらない。しかし現状では輸入採算価格からは大幅に割安なので、300円は簡単に

割る相場ではないだろう。 

 

 

 



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \54,110 1000 \52,960 1290 

2 月 7 日 \54,670 560 \53,740 780 

2 月 8 日 \55,020 350 \54,200 460 

2 月 9 日 \55,260 240 \54,590 390 

2 月 10 日 \55,650 390 \55,300 710 

まずは原油から… 

先週号においては『大きな下落は無いだろう。押し目買い継続で、万が一の青天井相場に備え

るのがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NY 原油は 95.44 ドル（2/2）から反発に転じて 99 ドル台まで上昇。週末

は 98.67ドルと若干下げて終了である。 

 

東京原油は、7本連続の陽線立ちで急騰。一気に青天井の様相で舞い上がった。 

 

○ NY原油日足（2/9現在） 

…削除済み… 

週末 2/9 の NY 市場は、前日比 1.17 ドル安の 98.67 ドルで終了。国内換算では 460 円安であ

る。 

 

NY 原油は大きく上がっているわけではないが、ロンドンブレントは 118 ドル台、ドバイ原油

は 115ドル台まで上がったわけで（今週も 3〜4ドル上昇した）、一時は縮小傾向にあった NY原

油の割安も、再び急激に拡大しているのが現在の姿である。 

よって NY 原油がもたもたしているうちに、東京原油は円安もあって大きく舞い上がったわけ

である。｢青天井に備えよ！｣という方針が大正解になった格好である。 

 

この原油高の背景は、中東情勢である。NY 原油の動きを見ていると米国市場は楽観視してい

るのかもしれないが、今の最大の危機はイスラエルが米国の静止を振り切ってイランに攻撃を仕

掛ける可能性である。 

もしも空爆を敢行したら、イランは報復措置でホルムズ海峡を封鎖するかもしれず、そうなる

と原油価格はどこまで吹き上がるか想像も付かない事になるからだ。 

 

なお 2/7現在のファンドのポジションは、…中略… 

   

○東京原油日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

｢53,000円と来れば吹き上がっても不思議ではない｣とした相場は、一気に 55,000円台まで上

昇である。 

昨年9月までの高値も全て上抜いた相場であり、相対力指数も72ポイント台まで上昇である。 

 

普通なら週末には利食いで良いのだろうが、事がホルムズ海峡封鎖懸念である。万が一でもそ

うなった場合は、一番被害を受けそうなのは日本だ。タンカーが通れなくなれば、原油が入って

来なくなってしまうのだから…。 

そういう意味で、買い玉は維持である。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \52,500 9 月 1 日 \56,210 2月 10日 \44,550 10 月 5 日 \55,650 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \56,430 2月 10日 \44,390 10 月 5 日 \56,370 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \56,230 2月 10日 \48,130 
12 月 19

日 
\56,020 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \56,020 2月 10日 \47,910 
12 月 19

日 
\55,800 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \55,710 2月 10日 \51,100 1 月 4 日 \55,520 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \55,450 2月 10日 \51,040 2 月 3 日 \55,300 

 全限一代高値の更新中である、まさに青天井の相場である。 

 

結論として当方の相場観は、予想通りに青天井に舞い上がった相場である。万が一のホルムズ

海峡封鎖を考えた場合、値頃での売りは危険。一部は利食いでも、買い玉維持で有事に備える。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \66,210 810 \66,590 980 

2 月 7 日 \66,480 270 \66,940 350 

2 月 8 日 \66,790 310 \67,500 560 

2 月 9 日 \67,150 360 \68,150 650 

2 月 10 日 \67,810 660 \68,770 620 

続いてガソリンです…先週号においては『押し目買い継続の相場であろう。押したところを拾

っておけば、いずれ花咲く春にあうだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、青天井で舞い上がった相場が、69,000 円台まで一時上昇。中物限月は 7

万円台も記録した。 

○東京ガソリン日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

チャートでは完全に上放れした後、調整局面入りしていた相場だが、今週はまた一気に舞い

上がった。 

これに深い説明はイランだろう…。イランの話なのだから…（笑） 

 

いずれ花咲くどころか、一気に来た相場であり、…中略… 

 

 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \61,280 8 月 26 日 \68,060 2月 10日 \55,800 10 月 5 日 \67,810 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \70,040 2月 10日 \57,260 10 月 5 日 \69,890 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\70,230 2月 10日 \59,350 

11 月 22

日 
\70,060 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\70,050 2月 10日 \60,510 

12 月 19

日 
\69,820 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\69,500 2月 10日 \62,500 

12 月 30

日 
\69,260 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \69,050 2月 10日 \64,920 2 月 3 日 \68,770 

 全限一代高値の更新であり、買い方で損している人は皆無。売り方で儲かっている人も皆無と

いうことだ。 



 

2/10 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

2/4現在のガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、青天井の様相を見せてきた展開であり、値頃売りは危険だろう。

イラン情勢次第の相場ではあるが、このまま上げ相場について行くのがべたーであり、近いうち

に 7万円相場の声を聞くだろう。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 6 日 \67,750 840 \63,740 1100 

2 月 7 日 \68,000 250 \64,430 690 

2 月 8 日 \68,240 240 \65,270 840 

2 月 9 日 \68,690 450 \65,630 360 

2 月 10 日 \68,860 170 \66,090 460 

最後に灯油です…先週号においては『記録的な降雪で在庫はだいぶ捌けて来た。買う気は起き

ないものの、下値も限定的になったかもしれない。ぼちぼち撤退の時期であろう』とコメントし

た。 

今週の相場展開は、1週間上げ続けた相場が一気に 4,000円ほど上昇する展開となり、66,000

円台まで戻す事となった。 

○東京灯油日足（週末分は 12時現在までのチャートです） 

…削除済み… 

64,000円から頭の重い展開が続いていたが、一気に舞い上がった相場である。 

 

これはもちろんイラン情勢からの原油高が主因だが、灯油相場を圧迫していた過剰在庫がだい

ぶさばけた事も要因に挙げられる。 

先週号で｢ぼちぼち撤退｣とコメントしたが、もしも灯油を売っていたとしても、当然利食いで、

今度は原油かガソリンを買ったはずだね…？？？ 

 

9月限からは…中略… 

底は打って上昇波動にすでに入っていると考えた方が良いだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \64,150 8 月 26 日 \69,200 2月 10日 \58,670 9 月 26 日 \68,860 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \67,900 2月 10日 \57,250 10 月 5 日 \67,580 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\66,610 2月 10日 \59,010 

12 月 19

日 
\66,370 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\66,040 2月 10日 \58,700 

12 月 19

日 
\65,830 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\66,050 2月 10日 \50,660 

12 月 30

日 
\65,880 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \66,310 2月 10日 \61,870 2 月 3 日 \66,090 

  

2/10 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 



2/4 現在の灯油在庫は、前週比 19.2 万 kl 減の 209.0 万 kl。寒波の到来で大幅減ではあり、

昨年同期からは 21.9万 kl多い水準まで低下した。 

…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、9月限が出たら押し目買いを狙うが、今は原油・ガソリンに注目

して灯油は様子見であろう。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

「介入、75 円 63 銭で指示」 安住財務相が衆院予算委で明かす 

 

 安住淳財務相は 10日午前の衆院予算委員会で、昨年 10 月末に実施した円売り介入について、

１ドル＝75 円 63 銭で介入を指示し、78 円 20 銭でやめたことを明らかにした。介入時のレート

を具体的に説明するのは異例だ。 

 安住氏は「日本経済に危機的な状況が及ぶということで（75 円 63 銭の水準で）指示をした。

年末までを見ると 77－78 円台で推移しているので、一定の効果はあった」と説明。 

 

 その上で、「（国際社会に対し）日本の立場をしっかり説明し、協調介入してもらう努力をし

なくてはいけないが、すぐにそうならない場合、私の判断で必要ならば断固たる措置をとる」と

述べた。 

 

 今週円安になった相場だが、覆面介入を続けているらしいとの観測は出ていた。素直に 78.20

円で止めたといったわけで、もう今からは幾らも無い。それがどうなるかは、誰でも容易に想像

が付く話だ。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

2 月 1 日以降の円安/ユーロ高も、上記と同じ図式だろう。ぼちぼちまたユーロ安だろう。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

一度、一目均衡表の雲で抵抗を受けたが、今は雲の中に突入だ。雲の上に出る頃に、ドル安/

ユーロ高トレンドが終了するのではあるまいか？ 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


